
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

校種・学年 中学校・２学年 教科等 技術・家庭科（技術分野） 

題材 
「エネルギー変換の技術を活用して、社会の問題を解決しよう」 

Ｃエネルギー変換の技術（１）アイ（２）アイ（３）アイ 

題材の目標 

 エネルギー変換に係る技術の見方・考え方を働かせ、生活に役立つ電気回路及び

ロボットを開発する実践的・体験的な活動を通して、生活や社会で利用されている

エネルギー変換の技術についての基礎的な理解を図り、それらに係る技能を身に付

け、エネルギー変換の技術と安全な生活、社会との関わりについて理解を深めると

ともに、生活や社会の中からエネルギー変換の技術と安心・安全、防災に関わる問

題を見いだして課題を設定し解決する力、安全な社会の構築に向けて、適切かつ誠

実にエネルギー変換の技術を工夫し創造しようとする実践的な態度を身に付ける。 

本時の目標 
 電気模型の製作を通し、回路設計の意図を読み取り、自分の設計に活かすことが

できる。 

本時の 

評価規準 

・回路の基本的原理を理解し、回路図の作成を行うことができる。【知識・技能】 

・回路における意図的な工夫方法について理解を深め、社会の中から問題を見いだ

し設定した課題について、いろいろな視点からの相反する要求への折り合いをつ

けながら、解決策を考え、製品の構造や電気回路などを設計することができる。 

【思考・判断・表現】 

 

 

 

 

                                                                                     

事例の概要（見どころ） 

 本事例は、小学校から中学校にかけ理科、社会、総合的な学習の時間等で学習してきたエネルギー

に係る学習に関連しており、技術・家庭科（技術分野）において、技術の見方・考え方を働かせ、エ

ネルギー変換の技術に関する実践的・体験的な活動を通して、技術によってよりよい生活や持続可能

な社会を構築する資質・能力を育成することを目指している。（カリキュラム・マネジメントの視点） 

 また、一斉学習（静止画、動画等の資料提示）と個別学習（学習者用端末を用いた表現活動、個に

応じた動画等の資料活用）、協働学習（グループや学級全体での発表、話合い）において、目的に応

じて ICT をより効果的に活用している事例である。 

授業改善リーフ「第３集」 

発行：令和６年４月 
   埼玉県教育局南部教育事務所 
   https://www.pref.saitama.lg.jp/g2201/gakkou/pia.html 

P･I･Aシート  
～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 実践事例～ 

中学校 技術 編 ① 概要 

P･I･Aとは、 
Proactive（主体的な）、Interactive（対話的な）、Authentic（本物の）

Learning（学び）〔文部科学省パンフレットより 2021.3 発行〕の頭文字

をとったもので、「主体的・対話的で深い学び」を英語で表現したもの。 

埼玉県マスコット 「さいたまっち」 「コバトン」 

https://www.pref.saitama.lg.jp/g2201/gakkou/pia.html


 

 

 

 

 

〇本時の目標 電気模型の製作を通し、回路設計の意図を読み取り、自分の設計に活かすことができる。 

〇展開（３／２０） 
時
間 学 習 活 動 

・指導上の留意点  ◇評価規準 
【評価の観点】 （評価方法） →手立て 
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１ 前時を振り返り、本時の学習の見

通しをもつ。 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
２ 本時の課題を確認する。 
 

 
 
３ 製作における注意事項の説明を聞

き、本時の学習の見通しをもつ。 
 
 

 
 
 

 
 
４ 模型を活用した演習をする。 

①「懐中電灯」の回路 
 
 ②「負荷をモータ」に変更した回路 

 
 
 

 
 ③「２重スイッチ」を活用した回路 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

・電気回路と電気回路を利用した製品が社会において

大きな発展につながる役目を果たしたことを意識さ
せ、回路における工夫を読み解くことで、今後不透明
な社会を生き抜くために必要な資質・能力の育成を行

うことが重要であることを意識させる。 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
・模型を配布する。 

・動画を再生しながら、製作における注意事項につい
て確認を行う。 

 

 
 
 

 
 
 

・スイッチ１つ、電球、電池をつないだ回路の製作を
行わせる。 

・スイッチ１つ、モータ、電池をつないだ回路の製作

を行わせる。 
・モータを使用することで、回路があっている状況なの
に回路が動かない状況が発生することから、「極性」に

ついて説明を行い、理解を深めさせる。 
・スイッチ２つ、電球、電池をつないだ回路の製作を
行わせる。 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

P･I･Aシート 
～「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 実践事例～ 

中学校 技術 編 ② 指導展開 

【学習課題】 
電気模型の演習を通し、回路設計の意図を読み取り、自分の設計に活かそう 

【授業改善の視点②：技術の見方・考え方】 
技術分野で目指す資質・能力は、単に何かをつくる
という活動だけでは育成できません。技術の見方・

考え方に気付き、課題の解決に必要となる知識及び
技能を習得するといった一連の学習過程で育成でき
ると考えられているため、本時のように、技術の仕

組みや役割等を科学的に理解する学習活動が重要で
す。 

スイッチを２つ使用することで、回
路においてどのような機能が向上す
るか説明させていました。生徒から
は、「安全性の向上」「誤作動の減
少」等の発言があり、単に回路を製
作するだけでなく、「回路の必要性」
についても身近な生活と関連付けな
がら、考えさせていました。 

【授業改善の視点①：ＩＣＴの活用】 
ＩＣＴがもつ「特性」や「強み」を生かした学びが大切です。「特性」や「強み」とは… 
 ①多様で大量の情報を収集、整理・分析、まとめ表現することなどができ、カスタマイズが容易であること 
 ②時間や空間を問わずに、音声・画像・データ等を蓄積・送受信できるという時間的・空間的制約を超えること 
 ③距離に関わりなく相互に情報の発信・受信のやりとりができるという、双方向性を有すること 

あらかじめ、クラウド上にパワーポイント
の資料を掲載し、生徒が端末で資料を閲覧
できるようにしていました。 

動画「模型の説明について」を再生し、模型の使用方
法や注意点について理解させていました。教師は、必
要に応じて声掛けをしていました。また、映像をクラ
ウド上にアップロードしておくことで、生徒は、その
後の作業中にも確認することができていました。 
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５ 
 
５ 

 ④「階段」の回路 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
５ 電気回路の原理・法則を理解し、
今後製作する電気回路について設計

を行う。 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

６ 電気の保守点検について説明を受
け、重要語句の確認を行う。 

７ 本時のまとめと振り返りをする。 
 
 
 
 

・階段の回路を生徒に再現させる。 
・スライドスイッチ２ 
 つ、電球、電池をつ 

 ないだ回路の製作を 
 行わせる。 
・回路が完成した生徒 

 は、端末に回路図と 
 して示させる。 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
・電気回路を活用した製作に向けた考えを想起させる。 
・演習①～④について分類・整理して、設計を行う際

に活用させる。 
・報告したものも参考にしながら、社会問題に向き合

い、自分として優先する価値を決め、製作する電気

回路の設計を行わせる。 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

・教科書を活用して保守点検についての重要語句の説
明を行う。 

・演習で学んだ回路等を活用し、課題を解決するための

電気回路を設計することができたか振り返らせる。 
 
 
 

 

 

◇回路の基本的原理を理解し、回路図の作成を行うことができる。【知識・技能】（ソフトウェア） 

おおむね満足 

できる状況(B) 

・回路の基本的原理を理解し、回路図の作成を行うことができる 

→クラウド上の資料を参考にしながら、回路図の製作を行うよう助言する。 

◇回路における意図的な工夫方法について理解を深め、社会の中から問題を見いだし設定した課

題について、いろいろな視点からの相反する要求への折り合いをつけながら、解決策を考え、回路

の設計を考えている。                         【思考・判断・表現】（ワークシート） 

おおむね満足 

できる状況(B) 
・課題を設定し、電気回路の特性を把握し、電気回路の設計を行うことができる。 

→クラウド上にある回路図のモデルを参考にしながら、自らの設計に関する資料

を参考に記入するよう助言する。  

クラウド機能を活用することで、

リアルタイムに情報を更新しなが
ら、課題に取り組ませていまし
た。生徒の考えを可視化すること

ができていました。 
 

【授業改善の視点④：知識・技能の活用】 
習得した知識及び技能を活用して、生活や社会における技術に関わる問題を解決する場面
を設定することが重要です。理解の深化や技能の習熟を図るとともに技術によって課題を

解決する力と、自分なりの新しい考え方や捉え方によって解決策を構想しようとする態度
などの育成につながります。 

【授業改善の視点③：技術分野におけるコンピュータや情報通信ネットワークの活用】 
主体的・対話的で深い学びを実現するためには、コンピュータや情報通信ネットワークを、
生徒の思考の過程や結果を可視化したり、大勢の考えを瞬時に共有化したり、情報を収集し
編集することを繰り返し試行錯誤したりするなど、学習場面において積極的に活用すること
が重要です。 

【授業改善の視点⑤：「まとめ」と「振り返り」】 
何を学んだのか整理する「まとめ」と、向上したことや学び方のよさを確認・実感する「振

り返り」が大切です。１単位時間とは限らず、内容が長引く場合は、その内容のまとまり
で、まとめや振り返りを行うこともできます。 

演習で学んだ基本の回路を基にしながら、電気エ
ネルギーを光、熱、動力、信号等に変換すること
や、力学的エネルギーの多様な運動の形態への変

換、伝達方法等について考えながら、課題の解決
策を構想（設計・計画）していました。 

 


